
地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

小山市地域女性活躍推進事業【小山市】

目的・目標

事業の特徴

女性活躍推進の根幹を成す「働き方」を応援する施策として、「小山市
ワーク・ライフ・バランス推進事業者の認定事業」を行っているが、事業
者からの積極的な申請が少なく、各事業所の女性活躍推進やワーク・ラ
イフ・バランスの意識の醸成を図る必要がある。これまで、認定申請の促
進と共に、女性活躍推進やワーク・ライフ・バランスなど、啓発用チラシの
送付や個別に事業者訪問を行い、意識の醸成に向けたトップセミナーや
交流会を開催し、事業促進に取り組んできた。

【目的】
働く場における男女共同参画を推進するため、経済産業団体等の協力
を得ながら、女性の活躍や男性の働き方の見直しなどについての理解を
深めることを目的に講演会（トップセミナー）や異業種交流会を開催。
【目標】
①ﾄｯﾌﾟｾﾐﾅｰ 800名（参加：750名・達成率：93.8%） +アンケート評価100% 
②異業種交流会 100名(参加：30名・達成率30% ）+アンケート評価100% 

①講演会（トップセミナー）

例年、単独で開催していたトップセミナーを平成28年度に締結
した小山市を中心とする「定住自立圏形成協定」の近隣市町と共
に連携を図りながら広範囲に意識の醸成を促進できた。
②異業種交流会

女性管理職を中心に近隣市町の女性従業員・行政職員の交
流会を開催し、普段話すことのない職種同士の交流が持てた。

①講演会（トップセミナー）
小山商工会議所・間々田商工会・小山市美田商工会・
桑絹商工会・小山市工業団地連絡協議会・小山市工業会・
小山市女性団体連絡協議会・小山市男女共同参画推進協議
会・下野市・野木町・茨城県結城市
②異業種交流会
下野市・野木町・茨城県結城市

参加者が、自らの意識変革の必要性を感じ、自身の職場環境において
自発的に行動し、また、女性活躍や働き方の見直しなどについて理解を
深めた事業所が、職場環境の改善や活力ある職場作りに向けた取組を
推進することが期待される。

【アンケート評価】 A 満足度
B 講演会：男女共同参画の実現
C ワーク･ライフ･バランスの取組状況

①講演会（回収率43.7% ）A93% B63% C43% （目標100%）
②交流会（回収率90% ）A100%（目標100%）

異業種交流会の開催回数を単発ではなく回数
を重ねて実施することで、同じ悩みや目標を持つ
異業種の仲間とのつながりをより深め、職場の
後進につなげるような交流会とする。



事業の概要

①講演会（トップセミナー）の開催

働く場における男女共同参画を推進するため、地域の女性活躍推進や男
性の働き方の見直しなどについての理解をより深めることを目的に、経済産
業団体等の協力を得ながら、経営者や関係する担当者、従業員、市民を対
象としたトップセミナーを「小山地区定住自立圏形成協定」の下野市・野木町
・茨城県結城市とも連携し開催

【対象者】小山市、下野市、野木町、茨城県結城市の
企業経営者、人事管理担当者、従業員、市民等

【参 加】 750名
【開催日】平成29年3月8日（水）
【内 容】テーマ：未来を拓くキャリアデザイン塾

「女性活躍とワーク・ライフ・バランス」
講 師：勝間和代氏（経済評論家）

②異業種交流会の開催

働く場における女性の活躍や働く意欲の向上を支援するため、様々な業種に就
いている女性の交流会を開催し、他分野の働き方や情報交換の場を提供。「小山
地区定住自立圏形成協定」の下野市・野木町・茨城県結城市とも連携。

【対象者】小山市、下野市、野木町、結城市
市町・民間企業・足利銀行の女性管理監督職員・社員
次世代の管理監督職になり得る女性職員・社員

【参 加】 30名
【開催日】平成29年3月24日（金）
【内 容】 第一部 講話

（講師：白鷗大学キャリアサポートセンターアドバイザー藤沼千春氏）
休 憩 ブレイクタイム
第二部 交流会
（コーディネーター：有限会社フェードイン代表取締役工藤敬子氏）


